
 
 
 

 
国の高等教育の就学支援新制度で、意欲と能力のある若者が、経済的な理由で就学の継続を断念すること

がないよう、授業料等減免と給付型奨学金により、学生のみなさんの「学び」を支援する制度です。 

関東学院大学の学生で、経済的理由により就学が困難な方で、高校及び大学の成績が一定基準を満たしてい
る方が対象です。申請後に、学力・家計基準の選考があります。 

 

【授業料等減免額】 
 

👉〈学びたい気持ちを応援します 高等教育の修学支援新制度：文部科学省 (mext.go.jp)〉 

 
【給付月額】 
 

👉〈給付奨学金の支給額 | JASSO〉 

 

【申込資格】  

 

👉下記をすべてに該当・了承した上で申請してください。 
  

収入基準 ・学生本人と生計維持者の 2023 年合計所得が、収入基準に該当している。 

👉家計基準はこちらをご確認ください。 
〈進学後（在学採用）の給付奨学金の家計基準 | JASSO〉 
・2023 年分の収入が収入基準に該当しないと申請はできません。  
※また、2024 年 4 月 1 日以降に家計が急変した場合は、給付奨学金(家計急変)に応募して 

ください。 

・「進学資金シミュレーター」で、収入基準に該当していることを確認している。 

👉こちらで確認をしてください。 
〈進学資金シミュレーター | JASSO〉  

資産額基準 ・学生本人と生計維持者（原則父母）の資産額基準を越えていない。 

・現金や投資用資産として保有する金・銀等、預貯金、有価証券等の合計が  
2,000 万円未満であること 

※生計維持者が 1 人の場合は 1,250 万円未満であること。  

学力基準 ・2024 年秋学期に休学、留年をしていない方 
新入生    :全員学修計画書を提出。 

2 年生以上：2024 年 3 月末時点の累計修得単位数が、2 年 3 セメ開始時 31 単位、

3 年 5 セメ開始時 62 単位、4 年 7セメ開始時 93 単位以上の方。全員学修計画書を
提出。 
※ただし、標準単位以下の場合、災害、傷病、その他やむを得ない事由があることを証明 

できる証明書等を提出する事で判断を考慮します。 

学費 ・学費は春・秋学期分はそれぞれ全額納付することを理解している。  

・授業料等の減免額返還は、支援区分に相当する額を春学期分は 10 月中旬頃、 

秋学期分は 3 月末頃に返金を予定しています。 
・奨学金を申請しても、秋学期の学費納付期限(10/25)には間に合いません。 

・申請後、提出した内容に不備無く採用となった場合、12 月 11 日（水）から振込
となります。 

 

2024 年度 給付奨学金（高等教育の修学支援新制度） 

在学採用(秋学期)の申請について【学部生対象】 



採用後 

《併給調整》 
 

 
《在籍報告》 

 

 
《適格認定》 

・現在、第一種貸与奨学金の貸与を受けている人は、採用後、現在の貸与月額が併

給調整（減額又は増額）されることを理解している。 

👉 〈給付奨学金と併せて利用する第一種奨学金の貸与月額（併給調整） | JASSO〉 

・年 2 回(4・10 月)在籍報告の手続きがあり、手続きを怠たると給付奨学金や、 

授業料減免の資格を失うことを理解している。 
※一度採用されたら、休・停止中でも、年 2 回の在籍報告の手続きは必要です。 

・毎年、10 月に奨学生本人及び生計維持者の経済状況に応じた支援区分の見直し

を行い、10 月以降の 1 年間の支援区分を決定する為、経済状況によって給付さ
れる内容が変動することを理解している。 

👉 〈在学中の適格認定（家計） | JASSO〉 

・毎年、３月末に学業成績の適格認定を行い、学力基準に該当しないと、「警告」

や「廃止」となる場合があることを理解している。 

 
【その他】 
 

質問等は下記、日本学生支援機構ホームページの「給付奨学金（返済不要）に関するよくあるご質問」を参
照のこと。 

👉〈給付奨学金（返済不要） | JASSO〉 
 

 

 
 

 
 

以 上 


